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【改訂】第 1 版（2011-03-23）
【科目】メカトロニクス
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】前期・1 単位
【対象学科・専攻】機械工学科・3 年次
【担当教員】

小川 侑一

【授業目標・教育方針】
　工場で稼動している生産システムの構築には機械，電気，センサ，情報などの複合技術が利用されている．この講
義ではこのような生産システム設計のため，機械技術を電気・電子技術と関連付けて取り扱うメカトロニクス技術 ,
シーケンス制御の基礎を理解することを目的とする．

【授業概要】
本科目の総授業時間数は２２．５時間である。

メカトロニクス発展の背景やメカトロニクスの定義などメカトロニクスの概要について学習する．
電気・電子要素部品とその回路，機械制御法の基本技術のメカトロニクス技術の基礎について学習する．
リレーシーケンスやプログラマブルロジックコントローラ（ＰＬＣ）などのシーケンス制御技術について学習する．

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：シーケンス制御の基礎（リレー回路と論理回路）：中溝高好（監修）、永田重幸、齊藤誠　共著：日新出版：4
-8173-0197-X
参考書：シーケンス制御を活用したシステムづくり入門： 日野満司，熊谷英樹（共著）：森北出版：978-4-627-91871-9

【成績評価方法】
［前期］中間試験：40%，期末試験：40%，レポート：20%

【本校の学習・教育目標】
○ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．
◎ (D) 技術的課題を分析し，解決するためのシステムをデザインする基礎能力を身につける．

【授業計画】（授業名：メカトロニクス）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

1 メカトロニクスおよび自動制御 メカトロニクスとは：メカトロニクスの定義，メカト
ロニクスの発展の背景
自動制御とは：フィードバック制御，シーケンス制御

2-4 リレーシーケンス制御（１） スイッチ（a 接点，b 接点，c 接点），電磁リレー
リレーを使った電気回路：リレーシーケンス図，自己
保持回路，ＡＮＤ回路，ＯＲ回路，セット優先回路，
リセット優先回路
空気圧機器のリレーシーケンス制御：メータイン回
路，メータアウト回路

5-7 リレーシーケンス制御（２） 電気モータのリレーシーケンス制御：モータの種類と
用途
送りねじのシーケンス制御：インターロック

課題

8 中間試験
9-10 ＰＬＣを使ったシーケンス制御

（１）
ＰＬＣ（Programmable Logic Controller）を使った制御
系の構成
ラダー図，リレーシーケンス図とラダー図の要素の対
応

11-13 ＰＬＣを使ったシーケンス制御
（２）

ＰＬＣプログラムとプログラミングの基本
基本的なシーケンス命令（ニーモニックとラダー図）：
ＯＵＴ命令，ＬＤ，ＬＤＩ命令，ＡＮＤ，ＡＮＤＩ命
令，ＯＲ，ＯＲＩ命令，ＡＮＢ命令，ＯＲＢ命令
ラダー図の基本回路：ＡＮＤ回路，ＯＲ回路，自己保
持回路，タイマ回路，カウンタ回路

課題

14-15 ＰＬＣを使ったシーケンス制御
（３）

フローチャートを利用したラダー図作成法
ＰＬＣを用いた自動化の例：(1) プレス装置のシーケン
ス制御，(2) ピック＆プレイス自動機のシーケンス制御
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